
成果 課題

９月 ２月 評価 　 評価 評価 コメント 評価 コメント

・学校と民間事業者による
放課後補習教室の実施

・放課後補習教室に
登録した児童の参加
率90%以上 75 80 B

学習の積み残しのある児童への
手立てが必要である。放課後学
習教室参加児童の学力定着度を
図っていく。

B C

登録児童の出席率は約80％であ
り目標達成に至らなかった。対
象児童のつまずきと連動する取
組が必要である。

B

教員の時間的余裕を少しでも生
み出し、児童と関われる時間を
確保し、個々の力を伸ばしてい
ただきたい。

放課後学習教室の担当に
個別に適応した指導とな
るように定期的な打合せ
を実施する。

・３年生～６年生の算数科
習熟度別学習の実施

・全国学力・学習状
況調査の正答率、全
国平均比較５ポイン
ト以上

100 100 B

全国比17ポイント以上で目標は
達成。第5・6学年の算数科習熟
度別学習が実施に向けた取組が
必要である。

B B

区学力調査も全学年で全国平均
を5ポイント以上上回った。5・
6年生の算数科習熟度別学習を再
開できなった。

B

教員が休んでもすぐに補充でき
る仕組みを区にも要望し、整え
てほしい。

算数科習熟度別学習を確
実に実施できる体制を構
築する。

・朝読書やよむYOMUワー
クシート、探究的な学習の
実施

・朝読書実施100％
・意識調査における探
究的な学びの肯定的回
答90%以上

75 70 B

よむYOMUの内容への助言、探
究的な学びの取組みの推進が必
要である。朝読書の実施率を
100%にする。

C C

校内研究で読むことの力を伸ば
して取組んだ。朝読書は実施し
たが、探究的な学びを再構築す
る必要がある。

C

読書に親しませることは児童の
心を豊かにする上でも大切であ
る。探究的学びはこれからの学
びに必要である。

探究的な学習を校内研究
の中心に据える。総合的
な学習の時間の計画を見
直す。

・年間を通して運動遊びに取組
み、外遊びの習慣化
・運動に取組むための仕掛けづ
くり

・意識調査において、
運動やスポーツをする
ことが好きな肯定的回
答90％以上

100 85 C

外遊びの習慣化、児童による偏
りは課題である。運動に取組む
ための仕掛けづくりが必要であ
る。

C C

意識調査で運動やスポーツが好
きは90%から8ポイント減少。
日常的な運動遊びの仕掛けは十
分にできなかった。

C

児童が運動遊びをしたくなる環
境を整えることは必要である。

日常的な運動遊びの仕掛
けとなるよう運動用具等
を休み時間に活用できる
ようにする。

・学期1回のなわ跳び週
間、12月の持久走記録会に
向けた練習期間の設定

・なわ跳びコンテスト
への参加率80%以上
・持久走記録会への肯
定的取組80％以上

- 80 B

年間を通じた取組みでないた
め、意識付けが難しい。2学期以
降の取組みにめあってをもって
臨ませる。

B B

なわとび週間や持久走記録会に
向けて練習カードを工夫し、め
あてをもって取組むように変更
した。

B

何のために取組んでいるのかを
理解させ、引き続きめあてを
もって取り組めるようにしてほ
しい。

各取組にめあてをもたせ
る。持久走記録会を体育
と連動させ、校内での取
組みとする。

・特別支援教育コーディネー
ターを中心とした校内委員会の
実施及び各通級指導学級教員と
の連携

・支援が必要な児童
へのニーズに応じた
連携支援90％以上 95 95 A

必要に応じた連携がとれてい
る。

A A

校内委員会を確実に実施すると
ともに関係教員間での連携は
行った。 A

支援が必要な児童には家庭と連
携し、早期からの支援を行って
もらいたい。

早期の支援につなげられ
るよう情報共有を図る。

・エンカレッジルームの活
用及び当番制による教員の
対応

・エンカレッジルー
ムの解放率100%

75 80 B

よい制度であるが、担当教員が
入れない場合、誰が担当するの
かのルールを決めていく。 B B

エンカレッジルームを解放した
が、支援が十分とは言えない面
があった。 B

ルールを決め直すとともに、人
を常時配置するなどの要望を区
にも上げてほしい。

エンカレッジルームが教
室に入る前の居場所とな
るように担当等の役割を
見直す。

・事前打合せ及び年間3回
の直接交流及び共同学習の
実施

・副籍児童の満足度
90％以上

- 90 C

1学期は交流準備の打合せのみで
あった。次年度に向け、1学期か
らどのような交流ができるか検
討していく。

C B

在籍校との打合せに基づき、計
画的に実施した。

B

様々人がいることを知り、様々
な人と関わる機会を大切にして
ほしい。

副籍交流は早期からの打
合せを行う。

・年3回のいじめ未然防止に向
けた授業
・学級活動や委員会活動、異学
年交流などの充実

・意識調査における人
助け及びいじめに関連
する項目の肯定的割合
95%以上

85 60 B

いじめに関する授業は実施。時
期は4月など新学年の早い段階
で、いじめは許されないことを
徹底したほうがよい。

B C

いじめ防止の授業及び教員研修
は確実に実施した。異学年交流
は仕組みから考えていく必要が
ある。

B

いじめは決して許されないこと
の指導を引き続き徹底してほし
い。異学年交流は大切にしてい
ただきたい。

４月にいじめ防止の指
導、6・10・2月にいじ
めに関する授業を実施す
る。

・毎日のL⁻Gateの実施と
結果に基づく児童面談

・いじめ解消率100％
・意識調査における児
童が学校で相談できる
割合80%

60 60 C

L⁻Gateの開始時期が遅れ、習慣
化ができていない。児童の心理
的変容の活用方法の検討が必要
である。

C C

L⁻Gateは入力する時間の確保が
優先となり、活用について十分
に検討するに至らなかった。 C

児童の心の変化を把握するため
に、有効活用してほしい。

1日の終わりのL-Gateの
確実な入力と学年で共有
し、生活指導部に報告す
る。

・SC、SSW、教育相談等
の関係機関との連携強化

・不登校児童とのＳ
Ｃ、ＳＳＷ、関係機
関との連携率100％ 80 90 B

SCやSSWなど児童や保護者の
困り感に応じて連携できた担任
が抱えてしまわないように早め
に連携をしていく。

B B

SCやSSW、ステップサポー
ターなどを活用するとともに、
必要な児童への働きかけが継続
的にできた。

B

引き続き、不登校や悩みを抱え
ている児童をチームで対応して
ほしい。

引き続き充実を図る。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇豊かな心の育成 児童によっては、いじめと思わ
ないこともあるのではないか。
いじめが許されないことは徹底
した方がよい。

〇L⁻Gateの活用 児童の心をつかむ取組はよい。
活用して児童の心の変化を把握
してほしい。

〇教育相談の強化 連携できていることはよい。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

連携が取れていることはよい。

〇エンカレッジルーム
の活用促進

自己評価のようにルールは決め
た方がよい。

〇副籍交流、交流及び
共同学習の実施充実

様々な児童と関わることは大切
である。

文章題の苦手さがあるのではな
いか。読書習慣をつけた方がよ
い。朗読させるのも一つの方法
である。

体
力
の
向
上

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実
施・充実

運動へのしかけを考えていただ
きたい。

〇運動意欲や基礎体力
の向上

目標を持つことは大切である。

学
力
の
向
上

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

学習の積み残しがないように、
学習が分からないときに教員に
聞きにいける時間的余裕が必要
ではないか。

算数科の習熟度別学習の実施に
向け、教員を確保しないといけ
ない。

〇読書科の更なる充実

令和７年度　江戸川区立清新小第一学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
　「体をきたえる子」　　　 「思いやりのある子」※重点
　「最後までやりぬく子」　「進んで学習する子」

目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

・保護者・地域から信頼され、共に歩む学校、「チーム清新一小」による落ち着いた学校
・体をきたえる子、思いやりのある子、最後までやりぬく子、進んで学習する子
・児童のよさや可能性を信じ、温かさと厳しさを兼ね備え、柔軟に対応できる教師
・学校経営に参画意欲を持ち、他者と協働し、学校課題の解決に励む教師

前年度までの本校の現
状

児童は落ち着いて学習することができた。昼の時間に新たに算数学習の時間を設け、学習カルテを
活用し、取り組むことができた。ICTを活用し、一人一台端末を授業の中で、効果的に活用するこ
とができた。

児童の体力向上を目指し、継続的な運動遊びを計画したが、天候に対応可能な計画となっていなかったため、実施できないこと
もあり、児童の運動機会の確保には不十分であった。学校図書館の整備を進めたが、バーコード化が令和７年度9月に終了の予
定である。校内研究では国語科物語文の読み深めを研究してきたが、読み深めたことを伝え合う活動につなげる必要が見られ
た。授業における児童のタブレットの有効活用を更に模索する必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「中間」
自己（学校）評価(A～D)



・学校ホームページの更新
及び内容の充実

・毎日更新を行う

85 90 B

充実しているとは言い難い。学
級TeamsとHPとの切り分けを
考えていく。HPの更新への教員
が関わりが弱い。

B B

できる限りの発信は行ってき
た。学年からの直接的な発信な
どの仕組みづくりに課題があ
る。

B

HPのみならず、保護者がどこで
も情報を確認できるのはよい。
教員の負担になり過ぎないよう
にしてほしい。

HPは、学年及び担当分掌
業務で発信する仕組みと
する。Tetoru発信を充実
する。

・児童、保護者、地域、教
職員へのアンケート調査の
実施

・各学期に1回実施

80 90 B

現在、保護者アンケートが紙媒
体であるがWebでの実施を予
定。児童へは教育活動に連動す
るように検討中。

B B

学校評価に関わる保護者アン
ケートは前年度と同様にWebと
し、学校公開等のアンケートも
Webに変更した。

B

デジタル化を進めてよい。 tetoruを活用して情報発
信し、webでのアンケー
ト調査とする。

・月２回の定時退勤日の設
定及び午後出張終了後の直
帰の徹底

・全教職員の月残業
時間55時間以下

66 60 C

定時退勤日に退勤できていな
い。教員の意識改革だけではこ
れ以上の働き方改革は望めな
い。

C C

残業時間の見える化により、
個々の教職員に管理職から声掛
け等を行ったが、残業時間の削
減には至らなかった。

C

先生でなくてもできることは外
部に委託したり、協力を仰いだ
りして、先生に余裕をもたせた
い。

校務分掌、会議実施曜日
や内容を変更する。教師
が取組むべきことを集中
する。

・教員の組織的な育成 ・全教員年2回の授
業公開

- 100 B

管理職による授業観察は実施
し、他の教員も参観している。
若手教員への指導が十分とは言
えない状況もある。

B B

全教員年２回以上の授業公開を
行い、若手教員の研修も計画的
に行った。引き続き授業の質を
高めていく。

B

引き続き研鑽し、教員としての
力量を高め、児童に授業で還元
していただきたい。

2系統あった若手研修を
一本化する。授業公開は
引き続き実施する。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校（園）ホーム
ページの充実等

tetoruなど、直接保護者に届く
仕組みを活用してほしい。HPは
教員も関わっていけばよい。

〇学校関係者評価の充
実

Webへの変更はよい。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇働き方改革の推進 先生たちに余裕がない現状もあ
る。

〇教員研修の実施 引き続き取組をしてもらいた
い。


